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令和3年度　　今治市民活動センター指定管理者モニタリング結果
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特定非営利活動法人今治NPOサポートセンター

理事長　井手　克彦

今治市別宮町八丁目１番５５号

モニタリング
の実施方針・

方法等

　本施設の管理運営業務の確認にあたっては、管理運営状況を事業報告書、実地調査、利
用者アンケート、指定管理者へのヒアリング等により把握しました。
　その後、指定管理業務の課題ごとに、指定管理者による自己評価及び市による評価結果
を取りまとめました。
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指定管理者自己評価 市による評価

設置目的、基本方針を指定管理者組織
内、使用者相互で共有し、市民活動団体
の拠点として公平・平等な活用促進に努
めた。市民参画型の運営という施設の特
性を大切にし、利活用を進めたい。

施設の設置目的、基本方針について、指定
管理者として理解し、施設使用者にも理解
を求めた上で、施設が地域の公益的な市民
活動の拠点となり、市民活動の活性化に繋
がるよう、積極的に取り組みが行われてい
る。

4団体の新規登録があった。使い勝手が
いい施設運営を心掛け、快適に使用をい
ただけた。引き続き、使用の促進、施設
の認知度向上に努めたい。

利用者が昨年度から減少したままだが、こ
れは新型コロナウイルス感染症対策のため
市からの指示により利用制限を行っていた
ことや、利用者が利用を控えたことが理由で
あり、やむを得ないと認められる。
 また、貸し事務室についても適切に対応が
できている。

予算の範囲内でソフト・ハード両面の
サービス維持に取り組んだ。ハード面に
関しては使用者のニーズに応え備品を新
設した。使用者の要望を勘案しつつ施
設・設備の老朽化に伴う改善に対応し、
収支が概ね一致した運営ができた。

施設の性質上、自主事業などによる収入を
得ることが難しく限られた予算の中で、老朽
化した施設の状態や利用者ニーズに対応
し、適切に執行されている。
　また、新型コロナウイルス感染症対策につ
いても予算の範囲内で対応できている。

二人体制で施設の管理運営業務を適切に
進めることができた。研修についてはオ
ンライン講座等を利用し、スタッフの技
術獲得を図った。中間支援組織の全国
ネットワークを利用し、必要な情報収集
にも努めた。

仕様書に基づいた人員配置で、使用者に対
する適切な対応と職員間の情報共有により
安定した管理運営が認められた。また、新
型コロナウイルス感染症の影響により中間
支援組織に求められる対応についても、
ネットワークを活かし情報収集や研修ができ
ている。
　引き続き計画的な研修受講等、限られた
人数のなかで対応できるようにしていただき
たい。



課題

管理運営業務 A A

利用業務 B B

その他業務 B B

修繕業務 A A

備品管理業務 A A

行政財産の目
的外使用許可

手続業務

自主事業 B B

仕様書に定められた業務基準以上に履行
できた。施設・備品の老朽化に対し、目
視を含め適切に把握し担当課と協議しつ
つ対応した。使用者への環境整備の意識
向上・特定外来生物や事故が懸念される
箇所への注意喚起を促し、使用者の立場
に立った運営管理を遂行できた。

植栽及び清掃管理業務において、仕様書の
基準以上に実施し、適切に管理が行われて
いる。施設使用者と共に清掃を実施するこ
とにより、施設関係者の美化及び共用施設
の使用意識の向上が図られている。
　周囲の環境の危険情報の共有化もされて
いる。施設自体の老朽化による劣化・破損
も見られることから、今後も随時点検の上、
対応されたい。

指定管理者自己評価 市による評価

コロナ禍の中、個別対応、少人数手法等
の工夫が続いたが、昨年から引き続き情
報受発信、団体相互のつながりづくり
等、新たな支援策を取り入れた使用業務
を模索し、昨年のホームページ開設に加
えフェイスブックを始めた。認知度アッ
プ、利用促進につなげたい。参集・対面
での取り組みとオンラインを併用し、協
働のまちづくりにつながる運営を目指し
たい。

　使用規定に基づき、施設は平等かつ公平
に使用されている。また機関紙・FMラジオ等
により情報発信ができている。ホームページ
（工事中）やフェイスブックの作成は仕様書
に定める以上の取組であるため評価できる
が、掲載する情報の内容や更新頻度につい
てはさらなる充実を期待する。
　今後も新たな使用者ニーズの把握やその
対応、本施設の認知度向上を図り、新たな
使用者開拓や本施設の活性化に努めてい
ただきたい。

訓練、研修を通して、スタッフ・使用者が危
機管理意識を高めることができた。安全に
施設を使用できるよう努めたい。

避難訓練、ミーティング及び日常点検の実
施により、危機管理意識について高い意識
を持ち安全確保に努めている。また、使用
に関しては、柔軟な対応がなされている。
　また、手指消毒薬の設置など新型コロナ
ウイルス感染症対策も適切に行われてい
る。

点検巡視を行い、備品・施設の安全性の把
握に努め、必要な修繕に速やかに対応し
た。定例のミーティングで応急処置も含めた
応対ができた。限られた予算の中で効果的
な対応に努めることができた。

施設の老朽化により修繕箇所も増える中、
限られた予算の中で必要な修繕を見極め、
優先順位をつけて計画的に実施できてい
る。
　施設の老朽化が進む中、今後修繕を行わ
なければならない箇所等についても中長期
的な視野で把握に努めていただきたい。。
　また、修繕に関しては安全確保を最優先と
して実施されているが、外壁や内装の傷み
についても一定の美観が保たれるよう、可
能な箇所から対応していただきたい。

コロナ禍におけるウェブ需要の高まりによる
使用者の声を反映した貸出備品を整えるこ
とができた。新規登録団体へも備品の貸し
出し情報を開示し、平等な利活用を促した。
共用備品を丁寧に使用できるよう適切な管
理に努めたい。

利用者のニーズを把握する機会を設けるな
ど適切に対応し、老朽化対応も含めた備品
購入を行い、計画的な環境整備に努めてい
ることは評価できる。

コミュニティFMの協力のもと、市民活動
の魅力発信に努めた。最新情報を伝えた
り、団体への参加を促したり、具体的な
支援につながるよう尽力したい。

地元FMラジオにおいて、市民活動団体側と
市民活動を支える側の双方の声を届け、市
民活動の活性化につながる情報発信がなさ
れている。今後も更なる施設や市民活動の
タイムリーな情報発信を行われたい。



課題

地域団体との
連携

B B

利用者
アンケート

A A

事故・苦情 A B

指定管理者の
経営状態

社会福祉協議会、自治会等との情報交換
を活用し、中間支援組織としての役割を
念頭においた活動を推進できた。平時の
つながりを有事に役立てることができる
よう、意識したい。

長年の実績に基づき、多くの団体とのネット
ワークが形成できている。
　コロナ禍の影響で支援と受け入れなどの
マッチングが難しい状況が続いているが、他
市の中間支援組織との意見交換、地域の
市民活動団体との交流により、情報の収
集・共有が継続的に行われている。

来館者の数は昨年の減少から戻ってない
が、使用者の声を直に聞き、管理運営に
反映させる姿勢をとることができ、良好
な評価をいただいた。引き続き、使用者
参画型の運営により、ソフト・ハード両
面で充実した利用環境を整えることに尽
力したい。

　利用者アンケートに関しては十分に利用
者の声を集め、管理運営に反映させること
ができている。
　また、対応が難しい案件や、利用者同士
の利用調整、新型コロナウイルス感染症対
策による施設の利用の仕方の制限につい
ても、理解を求める努力を行い、定着してい
る。

指定管理者自己評価 市による評価

日常的な巡回や点検により、苦情につな
がる案件への早期対応に努めた結果、事
故・トラブル等はなかった。ニ－ズ把
握、ニ－ズへの迅速な対応が共にでき
た。

当該年度において事故の発生はなく、苦情
も寄せられていなかった。使用者の要望に
対し、的確に対応できるように、安全確保・
利便性向上を意識した組織体制が確立され
ている。
 　施設の老朽化に伴い故障や危険個所が
新たに発生するおそれもある。事故・苦情に
至らない意見・要望、ヒヤリハットの情報な
どについても、早期の修繕対応や事故等の
未然防止につながることから、積極的に収
集・対応・市への報告を心掛けていただきた
い。

事業報告、財務諸表等を確認した結果、指定管理者の経
営状況については健全かつ安全に運営されていると認め
られる。

総　合　コ　メ　ン　ト　（市）
　指定管理者は、今治市民活動センター条例、施行規則及び業務仕様書に基づき、施設の設置目的、基本方針に
沿って、概ね適切に管理運営を行っている。
 　コロナ禍で交流会等の中止はあったものの、中間支援組織間のネットワークを活用した情報収集や研修により職
員の資質向上を図るとともに、 機関誌発行、FMラジオや施設ホームページ・フェイスブック等による情報発信、オン
ラインを併用した市民活動基礎講座の開催等、市民活動の活性化に向けた工夫や取り組みは評価できる。また、
職員間で情報共有がされており、安定した施設管理運営がなされている。
　新型コロナウイルス感染症流行の影響により、市民活動団体は活動が制限される状態が続いており、活動のあり
方自体も変化している。ニーズに応じたサポートにより、支援の充実に努められたい。


